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** 2026年 8 月改訂（第 6 版） 
** 2024年 1 月改訂（第 5 版）                                         届出番号：17B2X10001000669 

機械器具（58）整形用機械器具 

一般医療機器 手術用レンチ JMDN コード：32871000 

ＪＧラチェット

 

 

 

 

**【形状、構造及び原理等】 

1.外観 

1)ラチェット本体 

 

 

ラチェット本体 

 

2)アダプタ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3)ヘックスレンチ 

 

 

 

   ショートタイプ        ロングタイプ 

                                                                                                                       

2.原材料 

 ステンレススチール 

 

3.包装 

JG ラチェット 本体  1 本(個) 

ラチェットホイール １本/包 

コントラソケット １本/包 

ヘックスレンチ ショート 1本/包 

ヘックスレンチ ロング １本/包                                           

 

【使用目的又は効果】 

本品は、固定したかみ合い部をもつ手動式の手術器具で、 

フィクスチャー等の把持、回転又は捻転に用いるものである。 

 

【使用方法等】 

 [使用方法] 

トルク値、詳細な使用方法、注意事項は適合商品の指示に従う 

こと。 

 

1.使用する前に本品が滅菌済みかどうか確認すること。（オート 

クレーブ滅菌可。乾燥工程を含む 134℃以下厳守。） 

※ マーク部分は洗浄後直ちに乾燥し、錆潤滑油を塗布す 

ることを推奨する。 

 

 

 

 

2.インプラント埋入 

   1)ハンドピースによりインプラント埋入後、ラチェットにア 

ダプタを接続する。 

   2)ラチェットに適合するヘックスレンチを取り付け、インプ 

ラントの最終的な締め付けを行う。 

3.アバットメントの装着 

   1)ラチェットを使用する場合 

     アバットメントをインプラントに試着した後、アダプタ、 

及び適合するヘックスレンチを用いてアバットメントスク 

リューを締め付ける。 

2)手動で行う場合 

     装着するアバットメントに適合するヘックスレンチを用い 

て手動で締め付けを行う。 

 

4.ラチェットホイール交換方法 

                     

   

 

   
    

 

・ピンを親指と人差し指で挟みながら矢印方向に引く。 

 ラチェットホィールの挿入、取出しが可能となる。 

・交換後はピンをそのまま離し、戻す。 

 ラチェットホィールは一方からのみ挿入可能。 

 

 

 
5.トルクは調整ナットの上記矢印部分により 10～45Ncmまで 

調節可能。 

 

               

ピン  ジョイント  

コントロールラッチ  

                  スレッド 

 

                ラチェットヘッド  

ラチェットホィール  ピン 

 
       スプリング  

 

 

              

 

スケールカプセル         調整ナット 

ラチェットホイール 

  

コントラソケット 

 

**【禁忌・禁止】 

当社が指定するインプラント以外を使用する手術において 

使用しないこと。(インプラント及び器具の破損や不適切な 

設置による術後成績不良が発生する恐れがある) 

 

【併用禁忌】(併用しないこと) 

当社が指定する器具以外と組み合わせて使用しないこと。 

 ピン 

ディスク 

スケール 
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6.スケールカプセルで調整したトルク値に達すると、ラチェッ 

トヘッド部分にある軸のあたりで折曲がる。(音でも聞き取 

れる。) 

7.トルクが解除されたら、加圧を止めること。ラチェットの破 

損につながる恐れがある。 

8.調整ナットを緩めると、ラチェットは元の位置に戻る。 

 

[使用方法等に関連する使用上の注意] 

1.アダプタ、ヘックスレンチに関してはＪＧラチェット本体以 

外には使用しないこと。 

2.磨耗が見られる場合は直ちに使用を止めること。 

3.術中に患者が本品を誤飲しないように十分注意して使用する 

こと。 

4.作業者は、手袋、エプロン、マスク、ゴーグルを着用するこ 

と。作業に応じて手袋等を交換すること。(再汚染の恐れがあ 

る。） 

 

**【使用上の注意】 

 1.併用禁忌・禁止（併用しないこと） 

医療機器の名称等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

当社が指定する器具

以外 

器具・インプラントの破

損や不適切な設置による

術後成績不良が発生する

恐れがある為、組み合わ

せて使用しないこと。 

想定していない

不具合が起こる

恐れがある。 

 

2.使用前に必ず適切な洗浄・滅菌を行うこと。 

3.本製品を変形させたり切削したりするなどの加工・改造は 

行わないこと。(インプラント及び器具の破損や不適切な設置 

による術後成績不良が発生する恐れがある) 

4.変形や破損した場合は使用しないこと。(インプラント及び 

器具の破損や不適切な設置による術後成績不良が発生する恐 

れがある） 

 

**【保管方法及び有効期間等】 

 1.高温多湿や直射日光を避け、粉塵のない清潔な場所に保管 

すること。 

  2.「もらいさび」を防ぐため、十分に水分を拭き取り、錆びて 

いる器具と一緒にしないこと。 

  3.保管中、損傷しないように注意すること。 

 

**【保守・点検に係る事項】 

1.使用前後に破損、ヒビ、キズ、大きな腐食等がないか確認 

すること。これらがある場合は使用を中止すること。 

2.洗浄・滅菌について 

[洗浄] 

・流水による洗浄：使用後は血液などの目に見える汚れを流水 

下でやわかいブラシ等で落とすこと。(分解方法に従い、各 

パーツを分解し、別々に洗浄すること。 

※クレンザー（磨き粉）、金ブラシ、金属ウールは錆び、キズ 

の原因となるので使用しないこと。 

・洗浄剤洗浄：分解した部品を接触しないように並べ、超音波 

洗浄を 5分以上行う。洗浄剤の濃度、温度、時間等は洗浄剤 

メーカーの指示に従うこと。塩素を含む消毒剤（次亜塩素酸 

ナトリウム系消毒剤/クロルヘキシジン系消毒剤/塩化ベンザ 

ルコニウム系消毒剤/強酸性水など）は使用しない。(錆が発 

生する恐れがある) 

 

 

 

 

 

・水洗：精製水を用い超音波洗浄を行うこと。可動部及び円筒 

内部を含め、汚れが残存している場合は再度、流水による洗 

浄からやり直すこと。器具同士が接触しないように注意する 

こと。 

 ※洗浄後は、腐食防止のために直ちに乾燥させること。 

[滅菌] 

・オートクレーブ等で滅菌を行うこと。【オートクレーブ温度 

乾燥工程を含む 134℃以下厳守】 

※乾燥温度に注意すること。高温の乾燥は、器具が変質、変形 

又は変色することがある。 

[その他] 

・洗浄・滅菌にはできるだけ精製水を使用すること。水道水を 

 使用すると塩素イオンの影響で器具が腐食する（錆びる）こ 

とがある。 

・洗浄・滅菌後の器具は水分を除去し、十分乾燥させてから保 

 管すること。水分が付着したまま長時間放置すると錆び、変 

色の原因となることがある。 

 

*【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

製造販売業者：株式会社歯愛メディカル 

住所：石川県能美市福島町に 152番地 

 

製造業者：Josef Ganter Feinmechanik GmbH 

(ｼﾞｮｾﾌ ｶﾞﾝﾀｰ ﾌｧｲﾝﾒﾋｬﾆ-ｸ社) 

製造国：ドイツ 


